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1.背景・目的 

 真珠は世界の宝飾品の中で最も認知度の高い宝石の

ひとつである. そんな真珠を評価する要素は多岐に渡

っており, 特に真珠が持つ独特の光沢は真珠の品質を

左右する重要な要素となっている. この光沢を発生さ

せる要因が真珠層である. 真珠層の模式図を Fig.1 に

示す. 真珠層は核となる物体の周囲に CaCO3とタンパ

ク質が多層膜状に積み重なることで形成される．光沢

はバイオミメティクスとして有名な光学多層膜干渉が

要因とされている. しかし、その反射スペクトルから、

単純な光学干渉と見なすことはできない．真珠層の模

式図を Fig.2 に示す. 真珠層はタンパク質に包まれた

CaCO3 のセルがレンガ状に積み重なって形成される. 

一般的に, セル内部は均一な構造を持っているとされ

るが, そのことに言及した調査結果は少ない. 以上よ

り, 本研究では真珠母貝であるアコヤガイ内部に含ま

れる真珠層の均一性を幾何的特性の面から明らかにす

ることを目的とした.  

 

 

2.実験方法 

  白色系アコヤガイの押し込み硬さについて, 超微

小押し込み硬さ試験機(ENT-NEXUS, ELIONIX 社製)を

用いて評価した. 押し込み荷重を 0.08mN から 2 倍, 3

倍と上昇させていき, 0.80mN まで荷重を上昇させたと

きの押し込み硬度を測定した. 測定数は各荷重につき

10 回ずつ測定を行った. 試験荷重を Fmax, 投影接触面

積を Ap(hc)とすると, 押し込み硬度 HIT は以下の式で

与えられる.  

𝐻𝐼𝑇 =
𝐹𝑚𝑎𝑥

𝐴𝑝(ℎ𝑐)
 

3.結果および考察 

 微小押し込み硬さ試験による白色系アコヤガイの押
し込み硬度測定結果を Fig.3 に示す. Fig.3 から分かる
ように, 押し込み深さが深くなるにつれて押し込み硬
度も上昇した. これはタンパク質層から CaCO3層に入
ったためと考えられる. 一方で, 押し込み深さが深く
なるにつれて, 押し込み硬度の標準偏差も大きくなっ
た. これは, CaCO3 層が内部では不均一な構造を持つ
ために硬度が低下し, 標準偏差も大きくなったと考え
られる. つまり，従来の光学多層膜干渉のモデルのよ
うに均一な CaCO3層でない可能性が考えられる． 

 

4.結論 

 押し込み深さが深くなるにつれて押し込み硬度も上
昇したが, 標準偏差も大きくなった. これは, CaCO3層
内部では不均一な構造を持っているためであると考え
られる.  
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Fig.3 Nano-indention measurement of pearl layer. 
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Fig.1 Schematic diagram of pearl. 
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Fig.2 Schematic diagram of pearl layer.  
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